
『
李
陵 

山
月
記
』か
ら『
詩
集 

北
國
』へ

す
べ
て
の
言
葉
は
、詩
に
な
り
た
い
と
願
っ
て
い
る

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
田
坂
広
志 

206

『
或
る「
小
倉
日
記
」伝
』か
ら『
西
郷
札
』へ

好
き
な
作
家
が
出
来
た
ら
、二
冊
目
に
は
ぜ
ひ「
処
女
作
」を

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
立
石
泰
則 

210

『
ポ
ケ
ッ
ト
に
名
言
を
』か
ら『
パ
ン
セ
』へ

眠
れ
な
い
夜
の
た
め
に

 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
田
中
秀
臣 

214

『
パ
パ
・ユ
ー
ア 

ク
レ
イ
ジ
ー
』か
ら『
マ
マ
・
ア
イ 

ラ
ブ 

ユ
ー
』へ

男
と
女
、父
と
母
。二
冊
読
む
か
ら
二
倍
楽
し
め
る

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
玉
岡
か
お
る 

218

『
旅
行
の
進
化
論
』か
ら『
文
学
に
現
は
れ
た
る
我
が
国
民
思
想
の
研
究
』へ

多
く
の
資
料
を
読
み
込
む
前
に
、知
っ
て
お
き
た
い「
心
情
」が
あ
っ
た

 

・
・
・
・
・
・
・
・
田
村
正
紀 

222

『
夜
光
怪
獣
』か
ら『
恐
怖
の
谷
』へ

「
シ
リ
ー
ズ
も
の
」の
大
い
な
る
愉
悦

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
月
村
了
衛 

226

『
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
・コ
ー
ド
』か
ら『
天
使
と
悪
魔
』へ

危
な
い
、仕
事
が
忙
し
い
の
に
…
…
。だ
が
、す
ぐ
に
前
作
を
手
に
と
っ
た

 

・
・
・
・
・
・
中
野
不
二
男 

230

『
う
み
べ
の
ま
ち
』か
ら『
ダ
ン
ス
・
ダ
ン
ス
・
ダ
ン
ス
』へ

た
と
え
ば「
ジ
ャ
ケ
買
い
」と
い
う
方
法
が
あ
る

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
永
原
康
史 
234

『
羊
た
ち
の
沈
黙
』か
ら『
レ
ッ
ド
・
ド
ラ
ゴ
ン
』へ

「
前
段
と
な
る
事
件
」を
知
っ
て
し
ま
っ
た
ら

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
西
岡
研
介 
238

『
深
夜
特
急
』か
ら『
わ
し
ら
は
怪
し
い
探
険
隊
』へ

先
輩
が
貸
し
て
く
れ
る
と
い
う
の
で
読
ま
な
い
わ
け
に
も
い
か
ず

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
新
田
匡
央 

242

『
猫
の
事
務
所
』か
ら『
風
の
又
三
郎
』へ

歯
を
食
い
し
ば
っ
て
読
ん
だ
、も
う
一
冊
の「
イ
ジ
メ
の
物
語
」
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
野
口
武
彦 

246

『
Ｉ
Ｎ
』か
ら『
死
の
棘
』へ

主
人
公
を
追
い
か
け
る
よ
う
に「
恐
ろ
し
い
恋
愛
」に
潜
り
込
む

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
花
房
観
音 

250

『
日
本
人
の
叡
智
』か
ら『
こ
れ
か
ら
を
生
き
る
君
た
ち
へ
』へ

「
す
ご
く
い
い
文
章
見
つ
け
た
よ
」そ
の
日
か
ら
何
度
読
み
返
し
た
だ
ろ
う

 

・
・
・
・
・
・
早
川
光
彦 

254

『
甲
賀
忍
法
帖
』か
ら『
人
間
臨
終
図
巻
』へ

中
学
生
の
こ
ろ
に
読
ん
で
い
た
作
家
を
大
人
に
な
っ
て
再
び
読
む

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
速
水
健
朗 

258

『
虚
業
集
団
』か
ら『
悪
魔
の
ハ
ン
マ
ー
』へ

企
業
小
説
も
文
明
崩
壊
の
Ｓ
Ｆ
も
す
べ
て
は
研
究
材
料
に

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
日
置
弘
一
郎 

262

『
三
陸
海
岸
大
津
波
』か
ら『
つ
な
み

　

T
H
E
 B
IG
 W
A
V
E

』へ

津
波
の
歴
史
を
遡
り「
二
冊
目
の
教
科
書
」に
出
合
う

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
広
瀬
公
巳 

266

『
セ
ラ
ピ
ス
ト
』か
ら『
悪
い
奴
ほ
ど
合
理
的
』へ

「
謎
を
解
き
た
が
る
人
た
ち
」の
正
体
を
解
き
明
か
し
た
く
て

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
深
見
嘉
明 

270

『
利
己
的
な
遺
伝
子
』か
ら『
繁
栄
』へ

こ
の
分
野
の「
古
典
」か
ら「
い
ま
こ
そ
読
ん
で
ほ
し
い
も
の
」へ

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
藤
井
太
洋 

274

『
猛
獣
も
し
戦
わ
ば
』か
ら『
霊
長
類
の
社
会
構
造
』へ

「
文
系
か
、理
系
か
」な
ん
て
受
験
生
特
有
の
悩
み
に
過
ぎ
な
か
っ
た

 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
藤
本
憲
一 

278

『
ニ
ュ
ー
ロ
マ
ン
サ
ー
』か
ら『
第
五
の
権
力
』へ

三
〇
年
前
の
語
源
へ
の
興
味
、三
〇
年
後
の
現
実
化
へ
の
関
心

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
藤
元
健
太
郎 

282

『
稲
盛
和
夫
の
実
学
』か
ら『
大
前
研
一 

新
・
資
本
論
』へ

独
立
に
必
要
だ
っ
た「
何
が
書
い
て
あ
る
か
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
本
」
 

・
・
・
・
・
・
・
・
大
原
達
朗 

86

『
す
す
め
!!
パ
イ
レ
ー
ツ
』か
ら『
イ
ギ
リ
ス
海
賊
史
』へ

続
け
て
読
ん
だ
の
は
語
呂
の
問
題
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
小
笠
原
博
毅 

90

『
未
来
を
つ
く
る
図
書
館
』か
ら『
本
の
逆
襲
』へ

自
分
一
人
の
視
点
だ
け
で
な
く「
い
ろ
ん
な
か
た
ち
」を
知
り
た
く
て

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
岡
野
裕
行 

94

『
妻
と
飛
ん
だ
特
攻
兵
』か
ら『
ソ
連
が
満
州
に
侵
攻
し
た
夏
』へ

読
ん
だ
か
ら
知
り
た
く
な
っ
た
。ど
の
よ
う
に
生
き
て
、死
ん
だ
の
か
を

 

・
・
・
・
・
・
・
岡
本
貴
也 

98

『
鉄
コ
ン
筋
ク
リ
ー
ト
』か
ら『
悪
童
日
記
』へ

「
対
」の
物
語
│
│
タ
イ
ト
ル
だ
け
で
運
命
の
一
冊
と
わ
か
っ
た

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
奥
野
宣
之 

102

『
シ
ン
ボ
ー
ズ
・
オ
フ
ィ
ス
へ
よ
う
こ
そ
！
』か
ら『
読
書
家
の
新
技
術
』へ

憧
れ
た「
愉
快
な
大
人
た
ち
」。そ
こ
に
い
た
未
知
の
人
物
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
オ
バ
タ
カ
ズ
ユ
キ 

106

『
わ
ら
し
べ
ち
ょ
う
じ
ゃ
』か
ら『
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
の
競
争
戦
略
』へ

寝
か
し
つ
け
の
た
め
の
絵
本
が
経
営
の
本
に
つ
な
が
る
理
由

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
甲
斐
真
樹 

110

『
世
紀
末
の
作
法
』か
ら『
東
大
で
上
野
千
鶴
子
に
ケ
ン
カ
を
学
ぶ
』へ

ま
じ
め
な
本
は
一
切
読
ま
な
か
っ
た
。だ
が「
螢
雪
時
代
」の
連
載
が

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
開
沼 

博 

114

『
破
綻
』か
ら『
林
原
家
』へ

二
冊
の
本
を
読
む
と「
現
実
は
一
つ
」と
い
う
常
識
が
変
わ
る

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
加
護
野
忠
男 

118

『
ベ
ン
ヤ
ミ
ン 

子
ど
も
の
た
め
の
文
化
史
』か
ら『
ガ
ラ
ス
の
街
』へ

思
想
家
が
語
り
、作
家
が
書
く「
謎
の
捨
て
子
」の
物
語

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
柏
木 

博 

122

『
聞
き
書 

福
島
の
食
事
』か
ら『
宮
本
常
一
講
演
選
集
』へ

専
門
図
書
館
で
教
え
て
も
ら
っ
た
、心
が
熱
く
な
る
柿
の
木
の
話

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
井
上
理
津
子 

46

『
銀
の
匙 S

ilver S
poon

』か
ら『
里
山
資
本
主
義
』へ

「
あ
の
人
の
ホ
ン
ネ
を
知
り
た
い
」好
奇
心
が
引
き
合
わ
せ
て
く
れ
た
本

 

・
・
・
・
・
・
・
・
牛
窪 

恵 

50

『
夜
と
霧
』か
ら『
そ
れ
で
も
人
生
に
イ
エ
ス
と
言
う
』へ

陸
前
高
田
の
読
書
会
に
て

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
歌
代
幸
子 

54

『
川
釣
り
』か
ら『
３・
11
と
ア
イ
ド
ル
』へ

キ
ー
ワ
ー
ド
は「
自
分
の
居
場
所
」の
探
し
方

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
梅
本 

克 
58

『
文
明
の
生
態
史
観
』か
ら『
坂
の
上
の
雲
』へ

彼
ら
は
友
人
同
士
だ
っ
た

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
江
坂 

彰 
62

『
愛
と
幻
想
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
』か
ら『E

V
.C
afé 

超
進
化
論
』へ

同
じ
著
者
の
本
を
読
ん
で
い
く
う
ち
に
自
分
の
悩
み
の
名
を
知
っ
た

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
江
渡
浩
一
郎 

66

『
小
説 

日
本
銀
行
』か
ら『
男
子
の
本
懐
』へ

高
校
時
代
、就
職
時
、支
店
長
時
代
。三
度
読
ん
だ
城
山
作
品

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
遠
藤
勝
裕 

70

『
靖
国
』か
ら『
東
京
プ
リ
ズ
ン
』へ

気
に
な
っ
た
本
を
読
ん
で
い
た
か
ら「
通
じ
る
と
こ
ろ
」に
気
が
つ
い
た

 

・
・
・
・
・
・
・
・
円
堂
都
司
昭 

74

『
ボ
ッ
コ
ち
ゃ
ん
』か
ら『
ノ
ッ
ク
の
音
が
』へ

本
棚
が
緑
色
に
染
ま
る
こ
ろ
、新
た
な
楽
し
み
方
を
知
っ
た

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
大
河
原
克
行 

78

『
染
五
郎
の
超
訳
的
歌
舞
伎
』か
ら『
落
語
特
選
』へ

や
は
り
読
ん
で
お
か
ね
ば
│
│「
忠
臣
蔵
」の
背
景
に
あ
る
あ
の
噺

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
大
場
潤
一 

82

目
次

『
武
蔵
野
』か
ら『
森
を
読
む
』へ

「
森
」と
名
が
つ
い
た
本
を
手
当
た
り
次
第
に
探
し
て
み
る
と

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
赤
坂
憲
雄 

14

『「
源
氏
物
語
」の
色
辞
典
』か
ら『
源
氏
物
語
』へ

想
像
の
補
助
線
を
手
に
入
れ
て
王
朝
絵
巻
を
読
む

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
秋
尾
沙
戸
子 

18

『
経
済
学
の
船
出
』か
ら
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
著
作
集
へ

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
微
妙
に
ず
ら
す
。こ
れ
が
私
の「
読
書
の
し
り
と
り
」
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
石
井
淳
蔵 

22

「
宗
像
教
授
シ
リ
ー
ズ
」か
ら『
驚
き
の
介
護
民
俗
学
』へ

な
ぜ「
似
た
よ
う
な
タ
イ
ト
ル
の
本
」は
面
白
く
な
か
っ
た
の
か

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
石
黒 

格 

26

『
権
力
を
取
ら
ず
に
世
界
を
変
え
る
』か
ら『
権
威
と
権
力
』へ

八
四
歳
の
書
店
主
が
教
え
て
く
れ
た
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
石
橋
毅
史 

30

『
に
ん
げ
ん
だ
も
の
』か
ら『
左
遷
の
哲
学
』へ

一
冊
目
を
読
ん
で
い
な
け
れ
ば「
成
功
者
の
本
」と
思
っ
た
か
も
し
れ
な
い

 

・
・
・
・
・
・
和
泉
法
夫 

34

名
前
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
問
題
集
か
ら『
氷
壁
』へ

「
長
文
読
解
」の
出
題
に
惹
き
つ
け
ら
れ
、私
は
す
ぐ
に
本
屋
に
行
っ
た

 

・
・
・
・
・
・
・
・
磯
辺
康
子 

38

『
こ
れ
は
恋
で
は
な
い
』か
ら『
ぼ
く
は
散
歩
と
雑
学
が
好
き
だ
っ
た
。』へ

一
二
年
後
、好
き
だ
っ
た
本
の
続
編
が
家
に
届
い
た

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
磯
部 

涼 

42

『
密
閉
教
室
』か
ら『
猫
の
ゆ
り
か
ご
』へ

し
ゅ
っ
と
し
た
雰
囲
気
で

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
宮
内
悠
介 

326

『
泥
ま
み
れ
の
死
』か
ら『
ベ
ト
ナ
ム
戦
記
』へ

六
年
後
、そ
の
本
と
は
旅
先
の
ハ
ノ
イ
で
再
会
し
た

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
山
川 

徹 

330

『
ラ
・ロ
シ
ュ
フ
コ
ー
箴
言
集
』か
ら『
告
白
と
呪
詛
』へ

箴
言
に
水
を
さ
さ
れ
て
も
箴
言
集
好
き
は
や
め
ら
れ
ず

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
山
田
太
一 

334

『
銃･

病
原
菌･

鉄
』か
ら『
歴
史
』へ

ど
ん
な
に
優
れ
た
本
で
も
な
ぜ
一
冊
で
は
完
結
し
な
い
の
か

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
山
本
一
郎 

338

『
海
は
ど
う
し
て
で
き
た
の
か
』か
ら『
宇
宙
と
生
命
の
起
源
』へ

ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
驚
い
た
。で
は
、君
は
そ
の
あ
と
ど
う
す
る
？

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
吉
岡 

忍 

342

『
史
上
最
大
の
作
戦
』か
ら『
ガ
リ
ア
戦
記
』へ

そ
れ
が
司
令
官
の
愛
読
書
だ
と
知
っ
て

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
米
倉 

智 

346

こ
の
本
の
使
い
方
│
│
2

「
次
の
本
」に
出
合
う
き
っ
か
け
別
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
│
│
│

350

書
籍
・
雑
誌
・
新
聞
名
索
引
│
│
│
巻
末 

ⅰ

人
名
索
引
│
│
│
巻
末 

ⅶ

『
百
年
の
孤
独
』か
ら『
千
年
の
愉
楽
』へ

タ
イ
ト
ル
が
呼
ん
で
い
る
か
ら
だ

 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
古
川
日
出
男 

286

『
暗
い
旅
』か
ら『
異
邦
人
』へ

改
め
て
読
ん
で
み
た
。な
ん
だ
か
、ほ
っ
と
し
た

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
穂
村 

弘 

290

『
日
本
の
原
爆
』か
ら『
ヒ
ロ
シ
マ
は
ど
う
記
録
さ
れ
た
か
』へ

原
爆
投
下
後
の
数
日
間
に
起
き
た
こ
と
、そ
れ
を
具
体
的
に
知
る
た
め
に

 
・
・
・
・
・
・
堀
川
惠
子 

294

『
蒼
茫
の
大
地
、
滅
ぶ
』か
ら『
蒼
茫
の
大
地
、
滅
ぶ
』へ

我
が
運
命
を
決
め
た
漫
画
に
は「
原
作
小
説
」が
あ
っ
た

 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
前
野
ウ
ル
ド
浩
太
郎 

298

『M
O
N
K
E
Y
 T
U
R
N
 [

モ
ン
キ
ー
タ
ー
ン]

』か
ら『
青
春
と
い
う
亡
霊
』へ

「
謎
に
満
ち
て
い
な
い
青
春
」と
い
う
謎
が
知
り
た
く
て

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
牧
野
智
和 

302

『
風
雲
ジ
ャ
ズ
帖
』か
ら『

　
　
　
　
　
　
　』へ

四
〇
年
の
時
を
経
て〝
続
編
〞を
生
む

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
松
原
隆
一
郎 

306

『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
個
人
主
義
』か
ら『
人
間
・
こ
の
劇
的
な
る
も
の
』へ

麻
薬
的
作
用
を
持
つ
本
、頭
も
心
も
体
も
動
か
な
く
な
る
本

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
浦 

展 

310

『
言
葉
・
狂
気
・
エ
ロ
ス
』か
ら『
言
葉
と
無
意
識
』へ

生
協
の
本
棚
か
ら
も
う
一
冊
同
じ
著
者
の
本
を
選
ん
だ

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
水
越
康
介 

314

『
四
月
怪
談
』か
ら『
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
詩
集
』へ

「
ぼ
く
」は
な
ぜ
最
後
に「
わ
た
し
」へ
と
変
わ
っ
て
い
た
の
か

 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
田
村
蕗
子 

318

『
風
の
歌
を
聴
け
』か
ら『
猫
の
ゆ
り
か
ご
』へ

本
を
読
ま
な
か
っ
た
僕
が
、今
、音
楽
を
聴
く
よ
う
に
本
を
読
む

 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
宮
入
恭
平 

322

『
野
草
』か
ら『
日
本
脱
出
記
』へ

沈
痛
と
閉
塞
の
思
い
で
手
に
し
た
本
は

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
鎌
田 

慧 

126

『
蠅
の
王
』か
ら『
漂
流
教
室
』へ

二
つ
の
物
語
が
つ
な
が
っ
た
と
き
、一
七
歳
の
僕
は
希
望
を
見
つ
け
た

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
北
沢
夏
音 

130

『
日
本
の
文
学 

川
端
康
成
』か
ら『
い
の
ち
の
初
夜
』へ

記
憶
を
た
ど
る
途
中
で
知
っ
た
二
人
の
関
係

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
北
村
浩
子 

134

『
星
の
王
子
さ
ま
』か
ら『
考
え
る
ヒ
ン
ト
３
』へ

何
年
も
経
っ
た
後
、突
然
結
び
つ
く

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
切
通
理
作 

138

『
銀
河
鉄
道
の
夜
』か
ら『
チ
ャ
イ
ナ
橙
の
謎
』へ

「
文
庫
目
録
」が
開
い
て
く
れ
た
小
説
の
扉

 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
楠
木
誠
一
郎 

142

『
東
北
の
湯
治
場 

湯
め
ぐ
り
の
旅
』か
ら『
つ
げ
義
春
と
ぼ
く
』へ

あ
っ
、こ
の
間
マ
ス
タ
ー
が
話
し
て
い
た
漫
画
家
の
本
だ

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
古
関
良
行 

146

『
幻
想
博
物
館
』か
ら『
真
夜
中
の
檻
』へ

翻
訳
者
と
そ
の
弟
子
│
│「
異
端
志
向
」の
案
内
人
た
ち

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
小
西
昌
幸 

150

『
言
葉
と
無
意
識
』か
ら『
デ
ィ
ー
プ
エ
コ
ノ
ミ
ー
』へ

後
に
な
っ
て
気
づ
い
た
。同
じ
頃
に
出
た
本
の
著
者
だ
と

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
小
橋
昭
彦 

154

『
写
真
記
録 

人
間
が
人
間
で
な
く
な
る
と
き
』か
ら『
ひ
め
ゆ
り
の
少
女
』へ

そ
の
人
に
出
会
い
那
覇
の
書
店
で
買
い
求
め
た

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
小
林
照
幸 

158

『
ロ
ー
ド
ス
島
戦
記
』か
ら『
影
と
の
戦
い
│
ゲ
ド
戦
記 

１
』へ

翻
訳
家
は「
親
切
な
大
使
」な
の
で
す

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
佐
々
木
大
輔 

162

『
世
界
の
歴
史 

年
表
事
典
』か
ら『
ロ
ー
マ
人
の
物
語 

ハ
ン
ニ
バ
ル
戦
記
』へ

世
界
史
に
興
味
を
持
っ
た
僕
は
三
巻
か
ら
読
み
始
め
た

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
設
楽 

陸 

166

『
る
き
さ
ん
』か
ら『
黄
色
い
本
』へ

そ
ん
な
ふ
う
に
気
を
つ
け
て
い
る
と
本
の
情
報
は
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る

 

・
・
・
・
・
・
柴
野
京
子 

170

『
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
歴
史
』か
ら『
石
の
花
』へ

戦
争
マ
ン
ガ
を
描
こ
う
と
し
て
授
業
を
さ
ぼ
っ
て
読
ん
だ
け
れ
ど

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
す
が
や
み
つ
る 

174

『
ウ
ェ
ブ
進
化
論
』か
ら『
ウ
ェ
ブ
時
代
を
ゆ
く
』へ

著
者
の
生
き
方
と
姿
勢
に
興
味
を
持
ち
、次
回
作
を
待
つ

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
杉
村
芳
美 

178

『
神
秘
』か
ら『
ト
ゥ
ル
ー
・
ス
ト
ー
リ
ー
ズ
』へ

娘
た
ち
の
手
に
渡
っ
た
本
は
、だ
れ
に
繫
が
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う

 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
鈴
木
光
司 

182

『
路
上
観
察
学
入
門
』か
ら『
東
海
・
北
陸

　小
さ
な
町
・
小
さ
な
旅
』へ

原
動
力
に
な
っ
た
の
は
本
を
読
ん
で
感
じ
た
モ
ヤ
モ
ヤ

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
鈴
木 

遥 

186

『
大
数
学
者
』か
ら『
キ
ュ
リ
ー
夫
人
伝
』へ

受
験
関
係
以
外
の
本
は
ほ
と
ん
ど
読
ん
で
い
な
か
っ
た
け
れ
ど

 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
高
嶋
哲
夫 

190

『
北
越
雪
譜
』か
ら『
木
綿
以
前
の
事
』へ

似
た
空
気
を
も
つ
本
が
あ
る
│
│「
地
図
」が
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
こ
と

 

・
・
・
・
・
・
・
髙
村 

薫 

194

『
逝
き
し
世
の
面
影
』か
ら『
祖
さ
ま
の
草
の
邑
』へ

本
の
よ
う
な
人
た
ち
に
会
い
た
く
て

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
髙
山
文
彦 

198

『
ガ
ロ
ア
の
生
涯
』か
ら『
数
学
か
ら
超
数
学
へ
』へ

最
初
の
本
に
、自
分
に
と
っ
て
好
都
合
な「
隙
」が
あ
っ
た
か
ら

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
武
田 

徹 

202




